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(57)【要約】
　本発明は、ヘッドセット、端末、及びヘッドセット及
び端末に基づいてオーディオ信号を処理するための方法
を開示する。オーディオ信号を処理するための方法は、
通話処理において、ヘッドセットの第１マイクロホンに
より、通話音声と背景雑音とを含んでいる第１オーディ
オ信号を獲得し、通話処理においてヘッドセットの第２
マイクロホンにより、背景雑音を含んでいる第２オーデ
ィオ信号を獲得するステップと、ノイズリダクションチ
ップが、第２オーディオ信号に従って、第１オーディオ
信号にノイズリダクション処理を実行できるように、ヘ
ッドセットの外部プラグを使用して、第１オーディオ信
号及び第２オーディオ信号を端末に内蔵されているノイ
ズリダクションチップに送信するステップと、を含む。
上記のソリューションにより、本発明は、ヘッドセット
が通話に使用される場合に、通話品質が向上されるとも
に、費用も下げることができ、それにより普及が促進さ
れるように、端末が、端末に内蔵されたノイズリダクシ
ョンチップを使用して、ヘッドセットにより獲得された
オーディオ信号にノイズリダクション処理を実行するこ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘッドセットのオーディオ信号を処理するための方法であって、前記ヘッドセットは、
第１マイクロホンと、第２マイクロホンと、外部端末に接続するように構成された外部プ
ラグとを具備し、ノイズリダクションチップは、前記外部端末に内蔵され、前記方法は、
　通話処理において、前記第１マイクロホンにより、通話音声と背景雑音とを具備する第
１オーディオ信号を取得するステップ、及び、前記通話処理において、前記第２マイクロ
ホンにより、前記背景雑音を具備する第２オーディオ信号を取得するステップと、
　前記ノイズリダクションチップが前記第２オーディオ信号に従って前記第１オーディオ
信号にノイズリダクション処理を実行できるように、前記外部プラグを使用して、前記第
１オーディオ信号と前記第２オーディオ信号を前記ノイズリダクションチップに送信する
ステップと、
を具備することを特徴とするオーディオ信号を処理するための方法。
【請求項２】
　前記ヘッドセットは、左耳ヘッドセットユニットと、右耳ヘッドセットユニットと、イ
ンライン制御モジュールとを具備し、前記第２マイクロホンは、前記左耳ヘッドセットユ
ニット又は前記右耳ヘッドセットユニットに配置され、前記第１マイクロホンは、前記イ
ンライン制御モジュールに配置されていることを特徴とする請求項１に記載のオーディオ
信号を処理するための方法。
【請求項３】
　前記外部プラグは、第１マイクロホンポートと、第２マイクロホンポートとを具備し、
前記外部プラグを使用して、前記第１オーディオ信号と前記第２オーディオ信号を前記ノ
イズリダクションチップに送信する前記ステップは、
　前記外部プラグの前記第１マイクロホンポートを使用して、前記第１オーディオ信号を
前記ノイズリダクションチップに送信するステップと、
　前記外部プラグの前記第２マイクロホンポートを利用して、前記第２オーディオ信号を
前記ノイズリダクションチップに送信するステップと、
を具備することを特徴とする請求項１に記載のオーディオ信号を処理するための方法。
【請求項４】
　前記外部プラグは、マイクロホンポートを具備し、前記外部プラグを使用して、前記第
１オーディオ信号と前記第２オーディオ信号を前記ノイズリダクションチップに送信する
前記ステップは、
　前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号にアナログ－デジタル変換を実行
するステップと、
　アナログ－デジタル変換が実行された前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ
信号にデータカプセル化を実行し、シリアル・デジタル信号を取得するステップと、
　前記外部プラグの前記マイクロホンポートを使用して、前記シリアル・デジタル信号を
前記外部端末に送信するステップと、
を具備することを特徴とする請求項１に記載のオーディオ信号を処理するための方法。
【請求項５】
　ヘッドセットであって、前記ヘッドセットは、第１マイクロホンと、第２マイクロホン
と、外部端末に接続するように構成された外部プラグとを具備し、ノイズリダクションチ
ップは、前記外部端末に内蔵され、
　前記第１マイクロホンは、通話処理において、通話音声と背景雑音とを具備する第１オ
ーディオ信号を取得するように構成され、前記第２マイクロホンは、前記通話処理におい
て、前記背景雑音を具備する第２オーディオ信号を取得するように構成され、
　前記ノイズリダクションチップが前記第２オーディオ信号に従って前記第１オーディオ
信号にノイズリダクション処理を実行できるように前記ヘッドセットは、前記外部プラグ
を使用して、前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を前記ノイズリダクシ
ョンチップに送信するように構成されている信号出力モジュールをさらに具備することを
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特徴とするヘッドセット。
【請求項６】
　前記ヘッドセットは、左耳ヘッドセットユニットと、右耳ヘッドセットユニットと、イ
ンライン制御モジュールとをさらに具備し、前記第２マイクロホンは、前記左耳ヘッドセ
ットユニット又は前記右耳ヘッドセットユニットに配置され、前記第１マイクロホンは、
前記インライン制御モジュールに配置されることを特徴とする請求項５に記載のヘッドセ
ット。
【請求項７】
　前記外部プラグは、それぞれ前記第１マイクロホンと前記第２マイクロホンとに対応す
る第１マイクロホンポートと第２マイクロホンポートとを具備し、信号出力モジュールは
、前記第１マイクロホンポートを使用して、前記第１オーディオ信号を前記ノイズリダク
ションチップに送信するように構成され、前記第２マイクロホンポートを使用して、前記
第２オーディオ信号を前記ノイズリダクションチップに送信することを特徴とする請求項
５に記載のヘッドセット。
【請求項８】
　前記外部プラグは、マイクロホンポートを具備し、前記ヘッドセットは、アナログ－デ
ジタル変換モジュールと、信号カプセル化モジュールとをさらに具備し、
　前記アナログ－デジタル変換モジュールは、前記第１オーディオ信号及び前記第２オー
ディオ信号にアナログ－デジタル変換を実行するように構成されており、
　前記信号カプセル化モジュールは、アナログ－デジタル変換が実行された前記第１オー
ディオ信号及び前記第２オーディオ信号にデータカプセル化を実行し、シリアル・デジタ
ル信号を取得するように構成されており、
　前記信号出力モジュールは、前記マイクロホンポートを使用して、前記シリアル・デジ
タル信号を前記外部端末に送信するように構成されていることを特徴とする請求項５に記
載のヘッドセット。
【請求項９】
　端末のオーディオ信号を処理するための方法であって、前記端末は、内蔵のノイズリダ
クションチップと、ヘッドセットの外部プラグに接続するように構成された外部ソケット
とを具備し、前記ヘッドセットは、第１マイクロホンと第２マイクロホンとを具備し、前
記方法は、
　前記外部ソケットを使用して、前記ヘッドセットにより送信された入力信号を受信する
ステップであって、前記入力信号は、通話処理において、前記第１マイクロホンにより取
得された、通話音声と背景雑音とを具備する第１オーディオ信号と、前記通話処理におい
て前記第２マイクロホンにより取得された、前記背景雑音を具備する第２オーディオ信号
とを具備する、受信するステップと、
　前記入力信号に従って、前記第１オーディオ信号と前記第２オーディオ信号とを取得す
るステップと、
　前記ノイズリダクションチップにより、前記第２オーディオ信号に従って、前記第１オ
ーディオ信号にノイズリダクション処理を実行するステップと、
を具備することを特徴とするオーディオ信号を処理するための方法。
【請求項１０】
　前記外部プラグは、それぞれ前記第１マイクロホン及び前記第２マイクロホンに対応す
る第１マイクロホンポートと、第２マイクロホンポートとを具備し、前記外部ソケットは
、前記第１マイクロホンポートに対応する第１マイクロホンインターフェースと、前記第
２マイクロホンポートに対応する第２マイクロホンインターフェースとを具備し、前記外
部ソケットを使用して、前記ヘッドセットにより送信された入力信号を受信する前記ステ
ップと、前記入力信号に従って、前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を
取得する前記ステップは、
　前記第１マイクロホンインターフェースを使用して、前記第１マイクロホンポートによ
り送信された前記第１オーディオ信号を受信し、前記第２マイクロホンインターフェース
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を使用して、前記第２マイクロホンポートにより送信された前記第２オーディオ信号を受
信するステップ
を具備することを特徴とする請求項９に記載のオーディオ信号を処理するための方法。
【請求項１１】
　前記外部プラグは、マイクロホンポートを具備し、前記外部ソケットは、前記マイクロ
ホンポートに対応するマイクロホンインターフェースを具備し、前記外部ソケットにより
、前記ヘッドセットにより送信された入力信号を受信する前記ステップと、前記入力信号
に従って、前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を取得する前記ステップ
は、
　前記マイクロホンインターフェースを使用して、前記マイクロホンポートにより送信さ
れた前記入力信号を受信するステップと、
　前記入力信号が前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を具備するシリア
ル・デジタル信号であるかどうかを識別するステップと、
　前記入力信号が前記第１オーディオ信号と前記第２オーディオ信号とを具備するシリア
ル・デジタル信号であるならば、前記入力信号を復調し、前記シリアル・デジタル信号内
に具備されている前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を取得するステッ
プと、
を具備することを特徴とする請求項９に記載のオーディオ信号を処理するための方法。
【請求項１２】
　端末であって、前記端末は、内蔵ノイズリダクションチップと、ヘッドセットの外部プ
ラグに接続するように構成されている外部ソケットとを具備し、前記ヘッドセットは、第
１マイクロホンと、第２マイクロホンとを具備し、前記端末は、
　前記外部ソケットを使用して、前記ヘッドセットにより送信された入力信号を受信する
ように構成された信号受信モジュールであって、前記入力信号は、通話処理において、前
記第１マイクロホンにより取得されるとともに通話音声及び背景雑音を具備する第１オー
ディオ信号、及び、前記第２マイクロホンにより取得されるとともに前記背景雑音を具備
する第２オーディオ信号を具備する信号受信モジュールと、
　前記入力信号に従って、前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を獲得す
るように構成されている信号獲得モジュールと、
　前記第２オーディオ信号に従って前記第１オーディオ信号にノイズリダクション処理を
実行するように前記ノイズリダクションチップを制御するように構成されている信号処理
モジュールと、
をさらに具備することを特徴とする端末。
【請求項１３】
　前記外部プラグは、それぞれ前記第１マイクロホン及び前記第２マイクロホンに対応す
る第１マイクロホンポートと、第２マイクロホンポートとを具備し、前記外部ソケットは
、前記第１マイクロホンポートに対応する第１マイクロホンインターフェースと、前記第
２マイクロホンポートに対応する第２マイクロホンインターフェースと、を具備し、前記
信号受信モジュールは、前記第１マイクロホンポートにより送信された前記第１オーディ
オ信号を、前記第１マイクロホンインターフェースを使用して受信し、前記第２マイクロ
ホンポートにより送信された前記第２オーディオ信号を、前記第２マイクロホンインター
フェースを使用して受信し、前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を前記
信号獲得モジュールに送信するように構成されていることを特徴とする請求項１２に記載
の端末。
【請求項１４】
　前記外部プラグは、マイクロホンポートを具備し、前記外部ソケットは、前記マイクロ
ホンポートに対応するマイクロホンインターフェースを具備し、前記端末は、信号識別モ
ジュールをさらに具備し、
　前記信号識別モジュールは、前記信号受信モジュールにより受信された前記入力信号が
、前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を具備するシリアル・デジタル信
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号かどうかを識別するように構成され、
　前記信号獲得モジュールは、前記信号受信モジュールにより受信された前記入力信号が
、前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を具備するシリアル・デジタル信
号であるならば、前記入力信号を復調し、前記シリアル・デジタル信号に具備されている
前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を取得することを特徴とする請求項
１２に記載の端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術の分野に関連し、より詳しくは、通話中のオーディオ信号のための
デュアルマイクロホン・ヘッドセット及びノイズリダクション処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常の通話処理では、携帯電話などの通信端末のマイクロホンにより獲得されたオーデ
ィオ信号は、発呼者(着呼者)の通話音声を含むのみならず、現在の通話環境における背景
雑音をも含んでいる。通話品質を改善するために、ノイズリダクション処理が通話処理に
おいてオーディオ信号に実行される必要がある。
【０００３】
　現在、デュアルMIC(Microphone, マイクロホン)が携帯電話の本体に配置されノイズリ
ダクション処理を実行することが比較的普及しており、デュアルMICの主な動作原理は、
以下のようである。主ＭＩＣが携帯電話の表(top)に配置され、副ＭＩＣが裏(bottom)に
配置される。通話中、主ＭＩＣは発呼者の口の近くに置かれ、通話音声及び背景雑音を獲
得し、同時に、副ＭＩＣは発呼者の口から遠くに置かれ背景雑音のみを獲得する。ノイズ
リダクションチップが、副ＭＩＣにより獲得された背景雑音に従って、主ＭＩＣにより獲
得されたオーディオ信号にフィルタリング処理を実行し、これにより、背景雑音を除去し
、通話音声のみを保有するという目的を達成できるように、主ＭＩＣと副ＭＩＣは取得し
たオーディオ信号をノイズリダクションチップに送信する。
【０００４】
　しかし、発呼者及び／又は着呼者が通話にヘッドセットを使用する場合には、デュアル
MICは両方とも携帯電話に配置され、通話中は両方ともターンオフされるため、前記ヘッ
ドセット上に配置された１つのMICのみでは、個別に背景雑音を獲得することができず、
背景雑音に従って、確かにノイズリダクション処理を実行することができない。加えて、
主ＭＩＣと副ＭＩＣがそれ上に配置されているデュアルMICヘッドセットは市販されてい
る。しかし、ヘッドセットは、前記ヘッドセットに配置されたノイズリダクションチップ
を使用して、副ＭＩＣにより獲得されたオーディオ信号に従って、主ＭＩＣにより獲得さ
れたオーディオ信号にノイズリダクション処理を実行する。ノイズリダクションチップの
コストが非常に高価なため、ヘッドセット全体のコストも割高となり、普及させることは
難しい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　そこで、本発明の実施形態は、ヘッドセットが通話のために使用される場合に、通話品
質が向上されるとともに、費用も下げることができ、それにより普及が促進されるような
、端末が前記ヘッドセットにより獲得されるオーディオ信号にノイズリダクション処理で
きる、デュアルマイクロホン・ヘッドセット及び通話中のオーディオ信号のためのノイズ
リダクション処理方法を提供する。
【０００６】
　第１の態様は、ヘッドセットのオーディオ信号を処理するための方法を提供し、前記ヘ
ッドセットは、第１マイクロホンと、第２マイクロホンと、外部端末に接続するように構
成された外部プラグとを含み、ノイズリダクションチップは、前記外部端末に内蔵され、
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前記オーディオ信号を処理するための方法は、通話処理において、前記第１マイクロホン
により、通話音声及び背景雑音を含む第１オーディオ信号を獲得し、前記通話処理におい
て、前記第２マイクロホンにより、前記背景雑音を含む第２オーディオ信号を獲得するス
テップと、前記ノイズリダクションチップが、前記第２オーディオ信号に従って、前記第
１オーディオ信号にノイズリダクション処理を実行できるように、前記外部プラグを使用
して、前記第１オーディオ信号と前記第２オーディオ信号を前記ノイズリダクションチッ
プに送信するステップとを含む。
【０００７】
　第１の態様の実装様式に関連し、第１の可能な実装様式において、前記ヘッドセットは
、左耳ヘッドセットユニットと、右耳ヘッドセットユニットと、インライン制御モジュー
ルとを含み、前記第２マイクロホンは、前記左耳ヘッドセットユニット又は前記右耳ヘッ
ドセットユニットに配置され、前記第１マイクロホンは、前記インライン制御モジュール
に配置される。
【０００８】
　第１の態様の実装様式に関連し、第２の可能な実装様式において、前記外部プラグは、
第１マイクロホンポートと、第２マイクロホンポートとを含み、前記外部プラグを使用し
て、前記第１オーディオ信号と前記第２オーディオ信号を前記ノイズリダクションチップ
に送信する前記ステップは、前記外部プラグの前記第１マイクロホンポートを使用して、
前記第１オーディオ信号を前記ノイズリダクションチップに送信するステップと、前記外
部プラグの前記第２マイクロホンポートを使用して、前記第２オーディオ信号を前記ノイ
ズリダクションチップに送信するステップと、を含む。
【０００９】
　第１の態様の実装様式に関連し、第３の可能な実装様式において、前記外部プラグは、
マイクロホンポートを含み、前記外部プラグを使用して、前記第１オーディオ信号と前記
第２オーディオ信号を前記ノイズリダクションチップに送信する前記ステップは、前記第
１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号に、アナログ－デジタル変換を実行するス
テップと、アナログ－デジタル変換が実行された前記第１オーディオ信号及び前記第２オ
ーディオ信号のデータカプセル化を実行し、シリアル・デジタル信号を取得するステップ
と、前記シリアル・デジタル信号を、前記外部プラグのマイクロホンポートを使用して、
前記外部端末に送信するステップと、を含む。
【００１０】
　第２の態様は、第１マイクロホン、第２マイクロホン、及び外部端末に接続するように
構成された外部プラグを含むヘッドセットを提供し、ノイズリダクションチップは、前記
外部端末に内蔵され、前記第１マイクロホンは、通話処理において、通話音声と背景雑音
とを含む第１オーディオ信号を獲得するように構成され、前記第２マイクロホンは、前記
通話処理において、前記背景雑音を含む第２オーディオ信号を獲得するように構成されて
おり、前記ヘッドセットは、前記ノイズリダクションチップが、前記第２オーディオ信号
に従って、前記第１オーディオ信号にノイズリダクション処理を実行できるように、前記
外部プラグを使用して、前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を前記ノイ
ズリダクションチップに送信するように構成された信号出力モジュールをさらに含む。
【００１１】
　第２の態様の実装様式に関連し、第１の可能な実装様式において、前記ヘッドセットは
、左耳ヘッドセットユニットと、右耳ヘッドセットユニットと、インライン制御モジュー
ルとをさらに含み、前記第２マイクロホンは、前記左耳ヘッドセットユニット又は前記右
耳ヘッドセットユニットに配置され、前記第１マイクロホンは、前記インライン制御モジ
ュールに配置される。
【００１２】
　第２の態様の実装様式に関連し、第２の可能な実装様式において、前記外部プラグは、
それぞれ前記第１マイクロホン及び前記第２マイクロホンに対応する第１マイクロホンポ
ートと、第２マイクロホンポートとを含み、前記信号出力モジュールは、前記第１マイク
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ロホンポートを使用して、前記第１オーディオ信号を前記ノイズリダクションチップに送
信し、前記第２マイクロホンポートを使用して、前記第２オーディオ信号を前記ノイズリ
ダクションチップに送信するように構成されている。
【００１３】
　第２の態様の実装様式に関連し、第３の可能な実装様式において、前記外部プラグは、
マイクロホンポートを含み、前記ヘッドセットは、アナログ－デジタル変換モジュールと
、信号カプセル化モジュールと、をさらに含み、前記アナログ－デジタル変換モジュール
は、前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号にアナログ－デジタル変換を実
行するように構成され、前記信号カプセル化モジュールは、アナログ－デジタル変換が実
行された前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号のデータカプセル化を実行
して、シリアル・デジタル信号を取得するように構成され、前記信号出力モジュールは、
前記マイクロホンポートを使用して、シリアル・デジタル信号を前記外部端末に送信する
ように構成されている。
【００１４】
　第３の態様は、端末のオーディオ信号を処理するための方法を提供し、前記端末は、内
蔵ノイズリダクションチップと、ヘッドセットの外部プラグに接続するように構成されて
いる外部ソケットと、を含み、前記ヘッドセットは、第１マイクロホンと、第２マイクロ
ホンとを含み、前記オーディオ信号を処理するための方法は、前記外部ソケットを使用し
て、前記ヘッドセットにより送信された入力信号を受信するステップであって、前記入力
信号は、通話処理において、前記第１マイクロホンにより獲得されるとともに通話音声及
び背景雑音を含む第１オーディオ信号と、前記第２マイクロホンにより取得されると共に
前記背景雑音を含む第２オーディオ信号を含む、ステップと、前記入力信号に従って、前
記第１オーディオ信号と、前記第２オーディオ信号とを獲得するステップと、前記ノイズ
リダクションチップにより、前記第２オーディオ信号に従って、前記第１オーディオ信号
にノイズリダクション処理を実行するステップと、を含む。
【００１５】
　第３の態様の実装様式に関連し、第１の可能な実装様式において、前記外部プラグは、
それぞれ前記第１マイクロホン及び前記第２マイクロホンに対応する第１マイクロホンポ
ートと、第２マイクロホンポートとを含み、前記外部ソケットは、前記第１マイクロホン
ポートに対応する第１マイクロホンインターフェースと、前記第２マイクロホンポートに
対応する第２マイクロホンインターフェースを含み、前記ヘッドセットにより送信された
入力信号を、前記外部ソケットを使用して受信する前記ステップと、前記入力信号に従っ
て、前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を獲得する前記ステップは、前
記第１マイクロホンポートにより送信された前記第１オーディオ信号を、前記第１マイク
ロホンインターフェースを使用して受信するステップと、前記第２マイクロホンポートに
より送信された前記第２オーディオ信号を、前記第２マイクロホンインターフェースを使
用して受信するステップとを含む。
【００１６】
　第３の態様の実装様式に関連し、第２の可能な実装様式において、前記外部プラグは、
マイクロホンポートを含み、前記外部ソケットは、マイクロホンポートに対応する前記マ
イクロホンインターフェースを含み、前記ヘッドセットにより送信された入力信号を、前
記外部ソケットを使用して受信する前記ステップと、前記入力信号に従って、前記第１オ
ーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を獲得する前記ステップは、前記マイクロホン
ポートにより送信された前記入力信号を、前記マイクロホンインターフェースを使用して
受信するステップと、前記入力信号が前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信
号を含んでいるシリアル・デジタル信号かどうかを識別するステップと、前記入力信号が
前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を含んでいるシリアル・デジタル信
号であるならば、前記入力信号を復調し、前記シリアル・デジタル信号に含まれている前
記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を取得するステップと、含む。
【００１７】
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　第４の態様は、端末を提供し、前記端末は、内蔵ノイズリダクションチップと、ヘッド
セットの外部プラグに接続するように構成されている外部ソケットとを含み、前記ヘッド
セットは、第１マイクロホンと、第２マイクロホンとを含み、前記端末は、前記ヘッドセ
ットにより送信された入力信号を、前記外部ソケットを使用して受信するように構成され
ている信号受信モジュールであって、前記入力信号は、通話処理において、前記第１マイ
クロホンにより取得されるとともに、通話音声及び背景雑音を含む第１オーディオ信号と
、前記第２マイクロホンにより獲得されるとともに、前記背景雑音を含む第２オーディオ
信号とを含む、信号受信モジュールと、前記入力信号に従って、前記第１オーディオ信号
及び前記第２オーディオ信号を獲得するように構成された信号獲得モジュールと、前記第
２オーディオ信号に従って、前記第１オーディオ信号にノイズリダクション処理を実行す
るように前記ノイズリダクションチップを制御するように構成されている信号処理モジュ
ールとをさらに含む。
【００１８】
　第４の態様の実装様式に関連し、第１の可能な実装様式において、前記外部プラグは、
それぞれ前記第１マイクロホン及び前記第２マイクロホンに対応する第１マイクロホンポ
ートと、第２マイクロホンポートとを含み、前記外部ソケットは、前記第１マイクロホン
ポートに対応する第１マイクロホンインターフェースと、前記第２マイクロホンポートに
対応する第２マイクロホンインターフェースとを含み、前記信号受信モジュールは、前記
第１マイクロホンポートにより送信された前記第１オーディオ信号を、前記第１マイクロ
ホンインターフェースを使用して受信し、前記第２マイクロホンポートにより送信された
前記第２オーディオ信号を、前記第２マイクロホンインターフェースを使用して受信し、
前記第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を前記信号獲得モジュールに送信す
るように構成されている。
【００１９】
　第４の態様の実装様式に関連し、第２の可能な実装様式において、前記外部プラグは、
マイクロホンポートを含み、前記外部ソケットは、前記マイクロホンポートに対応するマ
イクロホンインターフェースを含み、前記端末は、信号識別モジュールをさらに含み、前
記信号識別モジュールは、前記信号受信モジュールにより受信された前記入力信号が前記
第１オーディオ信号及び前記第２オーディオ信号を含んでいるシリアル・デジタル信号で
あるかどうかを識別するように構成されており、前記信号獲得モジュールは、前記信号受
信モジュールにより受信された前記入力信号が前記第１オーディオ信号及び前記第２オー
ディオ信号を含んでいるシリアル・デジタル信号であるならば、前記入力信号を復調し、
前記シリアル・デジタル信号に含まれている前記第１オーディオ信号及び前記第２オーデ
ィオ信号を取得する。
【００２０】
　上記の本発明の技術的ソリューションにより、前記ノイズリダクションチップが、前記
背景雑音に従って、前記通話音声と前記背景雑音を含んでいる前記第１オーディオ信号に
フィルタリング処理を実行し、これによりノイズリダクション処理を実行して背景雑音を
除去し、通話音声のみを保有し、通話品質を向上することができるように、前記ヘッドセ
ットが個別に前記背景雑音を獲得できるように、通話処理において、前記ヘッドセットに
配置されている前記第１マイクロホンは通話音声と背景雑音とを含んでいる第１オーディ
オ信号を獲得し、前記ヘッドセットに配置されている前記第２マイクロホンは、前記背景
雑音を含んでいる第２オーディオ信号を獲得する。加えて、本発明において、新たなノイ
ズリダクションチップを前記ヘッドセットに追加する必要はなく、端末に内蔵されたノイ
ズリダクションチップがノイズリダクション処理を完了させるために使用される。したが
って、コストは比較的低く、これにより普及を促進する。
【００２１】
　本発明の実施形態におけるまたは従来技術における技術的ソリューションをより明瞭に
説明するために、以下に、それらの実施形態、または従来技術を説明するのに必要な添付
の図面を簡単に概説する。明らかに、以下の説明における添付の図面は、本発明のいくつ
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かの実施形態を示すに過ぎず、当業者は、創造的な取り組みなしに、添付の図面に従って
他の図面をさらに得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、本発明の第１実施形態によるオーディオ信号を処理するための方法のフ
ローチャートである。
【図２】図２は、本発明によるヘッドセット及び端末の好適な実施形態の概略構造図であ
る。
【図３】図３は、図２に示されているヘッドセットの外部プラグの第２実施形態の概略構
造図である。
【図４】図４は、本発明の第１実施形態によるオーディオ信号を処理するためのシステム
の主要なブロック図である。
【図５】図５は、本発明の第２実施形態によるオーディオ信号を処理するためのシステム
の主要なブロック図である。
【図６】図６は、本発明の第３実施形態によるオーディオ信号を処理するためのシステム
の主要なブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の実施形態の目的、技術的解決策、および利点をより明瞭にするために、以下で
は、本発明の実施形態における添付図面を参照して本発明の実施形態における技術的解決
策を明瞭かつ完全に説明する。明らかに、説明される実施形態は、本発明の実施形態のす
べてではなく一部である。創作的労力なしで本発明の実施形態に基づいて当業者が取得す
る他のすべての実施形態は、本発明の保護範囲に含まれなければならない。
【００２４】
　本発明は、オーディオ信号を処理するための方法を提供する。図１に示されている本発
明の第１実施形態によるオーディオ信号を処理するための方法のフローチャートを参照す
る。この実施形態のオーディオ信号を処理するための方法は、図２に示されているヘッド
セット１０と端末(外部端末)２０に基づいており、ヘッドセット１０と端末２０は、ピン
構造３０を使用して、電気的接続を実現し、ノイズリダクションチップ２１は、端末２０
に内蔵されており、ピン構造３０は、ヘッドセット１０の片側に配置された外部プラグ３
１と、端末２０の片側に配置された外部ソケット３２を含む。
【００２５】
　好適には、この実施形態において、ヘッドセット１０は、端末２０に接続するように構
成されている外部プラグ３１に加えて、インライン制御モジュール４０と、左耳ヘッドセ
ットユニット５０と、右耳ヘッドセットユニット６０と、をさらに含み、
　インライン制御モジュール４０は、第１マイクロホンＭ１と、音量調整ボタン(図には
示されていない)とともに提供され、音量調整ボタンは、通話音量又は音楽再生音量の大
きさを調整するように構成されている。
【００２６】
　好適には、右耳ヘッドセットユニット６０は、右チャネルヘッドセット(右ラウドスピ
ーカ)Ｓ１を含み、左耳ヘッドセットユニット５０は、第２マイクロホンＭ２及び左チャ
ネルヘッドセット(左ラウドスピーカ)Ｓ２を含み、この場合において、当業者は、第２マ
イクロホンＭ２はシングルチャネルマイクロホンとして見なし得る。さらに、第２マイク
ロホンＭ２及び左チャネルヘッドセットＳ２は、望ましい遮音(acoustic isolation)を備
えている。
【００２７】
　確かに、他の実施形態において、第２マイクロホンＭ２は、当業者により右耳ヘッドセ
ットユニット６０に配置され得、すなわち、右耳ヘッドセットユニット６０は右チャネル
ヘッドセットＳ１と、第２マイクロホンＭ２とを含み、左耳ヘッドセットユニット５０は
、左チャネルヘッドセットＳ２を含む。この場合、第２マイクロホンＭ２と右チャネルヘ
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ッドセットＳ１は、望ましい遮音を備えている。
【００２８】
　本発明の全体において言及されるヘッドセット１０は、一例として３．５mm有線ヘッド
セットを使用して説明されているが、ヘッドセット１０はそれに限定されず、音声通話機
能を備えた任意のモデルの任意のヘッドセットであって良く、例えば両耳マイクロホンス
テレオヘッドセットや、ワイヤレスBluetooth（登録商標）ヘッドセットであることに留
意すべきである。加えて、端末２０は、一例としてスマートフォンを使用して説明されて
いるが、端末もスマートフォンに限定されるものではなく、通話機能を備えた任意の端末
であり得、例えば、タブレットコンピュータ、個人情報端末（ＰＤＡ）、及び携帯型通信
装置である。同様に、第１マイクロホンＭ１と第２マイクロホンＭ２は双方とも例として
マイクロホンを使用して説明されている。以上に基づき、よりよく理解するために、当業
者は、第１マイクロホンＭ１を従来技術における主ＭＩＣと見なし、第２マイクロホンＭ
２を従来技術における副ＭＩＣと見なし得る。
【００２９】
　図１に示されているように、この実施形態のオーディオ信号を処理するための方法は以
下を含む。
【００３０】
　Ｓ１１：第１マイクロホンは、通話処理において、通話音声と背景雑音とを含んでいる
第１オーディオ信号を獲得し、第２マイクロホンは、通話処理において、背景雑音を含ん
でいる第２オーディオ信号を獲得する。
【００３１】
　図２を参照すると、第１マイクロホンＭ１と第２マイクロホンＭ２は別々にリアルタイ
ムに周囲の音場において音情報を収集し、同時に周囲の音場において音情報を取集する。
具体的には以下のとおりである。
【００３２】
　通話処理において、ヘッドセットケーブルが自然に垂れ下がっているため、第１マイク
ロホンＭ１は発呼者及び着呼者の口(音源)の近くであり、通話音声及び背景雑音を獲得す
るとともに通話音声及び背景雑音を第１オーディオ信号として使用する。第２マイクロホ
ンＭ２はイヤプラグ(左耳ヘッドセットユニット５０)に配置され、発呼者及び着呼者の口
から離れているため、第２マイクロホンＭ２は、背景雑音のみを獲得し、背景雑音を第２
オーディオ信号として使用する。
【００３３】
　Ｓ１２：ヘッドセットは、外部プラグを使用して、第１オーディオ信号及び第２オーデ
ィオ信号を端末のノイズリダクションチップに送信する。
【００３４】
　この実施形態において、ヘッドセット１０は、ピン構造３０の外部プラグ３１を使用し
て、第１オーディオ信号と第２オーディオ信号を端末２０に送信する。好適には、外部プ
ラグ３１は、５セグメントのピン構造であり、すなわち、外部ソケット３２に向かってプ
ラグ接続の方向に沿って、順次、グランドポートＧ、第１マイクロホンＭ１に接続されて
いる第１マイクロホンポートＭ３、第２マイクロホンＭ２に接続されている第２マイクロ
ホンポートＭ４、左チャネルヘッドセットＳ２と右チャネルヘッドセットＳ１にそれぞれ
対応して接続されている左チャネルポートＬＳおよび右チャネルポートＲＳを含む。対応
して、外部ソケット３２は、外部プラグ３１のポートに適応されたインターフェース構造
を備えており、例えば、第１マイクロホンポートＭ３に適応した第１マイクロホンインタ
ーフェースと、第２マイクロホンポートＭ４に適応した第２マイクロホンインターフェー
スを備えている。
【００３５】
　図２に示されている外部プラグ３１のグランドポートＧ、第１マイクロホンポートＭ３
、第２マイクロホンポートＭ４、左チャネルポートＬＳ、および右チャネルポートＲＳの
位置配列は、説明のための単なる一例として使用されており、当業者は、実際の要求に応
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じて他の実施形態において他の設定を行い得ることに留意すべきである。
【００３６】
　加えて、この実施形態において、さらに好適には、ヘッドセット１０により、外部プラ
グ３１を使用して、端末２０に送信されるオーディオ信号は、アナログ信号であり、すな
わち、第１オーディオ信号と第２オーディオ信号はそれぞれ第１オーディオアナログ信号
と第２オーディオアナログ信号に対応する。実際のアプリケーションシナリオでは、ヘッ
ドセット１０により出力される第１オーディオ信号と第２オーディオ信号は、電圧値とし
て明確に表され、端末２０は、第１オーディオ信号と第２オーディオ信号を取得する外部
ソケット３２の電圧値を検出し、内部次回路(internal next circuit)を使用して第１オ
ーディオ信号と第２オーディオ信号をノイズリダクションチップ２１に送信し、確かに、
外部ソケット３２は、第１オーディオ信号と第２オーディオ信号をノイズリダクションチ
ップ２１に直接送信するように、ノイズリダクションチップ２１に電気的に直接接続され
得る。
【００３７】
　さらに、通話処理において、第２マイクロホンＭ２とヘッドセット１０の左チャネルヘ
ッドセットＳ２の間の完全な遮音は実施できないため、この実施形態において、好適には
、適応エコーキャンセレーション(Adaptive Echo Cancellation, AEC)が第２マイクロホ
ンＭ２により収集された背景雑音に実行され、左チャネルヘッドセットＳ２により作られ
た収集された音を除去し、処理された背景雑音を第２オーディオ信号として使用する。同
様に、発呼者の口と第１マイクロホンＭ１との間にはかなりの距離があるため、この実施
形態において、好適には、信号強調処理が、第１マイクロホンＭ１により収集された通話
音声及び背景雑音に実行され、処理された通話音声及び背景雑音が第１オーディオ信号と
して使用される。
【００３８】
　Ｓ１３：ノイズリダクションチップは、第２オーディオ信号に従って、第１オーディオ
信号にノイズリダクション処理を実行する。
【００３９】
　すべてのオーディオ信号(音)は対応するすべてのスペクトルからなり、背景雑音のスペ
クトルは、通話音声のそれとは異なっているということに基づき、この実施形態において
、ノイズリダクション処理が実行される場合には、まず、オーディオ信号のセグメントが
第１オーディオ信号のスペクトルから獲得され、オーディオ信号のセグメントは、第２オ
ーディオ信号に含まれる背景雑音と同じスペクトルを有し、次いで、180°による逆数差
（reciprocal difference by 180°）がオーディオ信号のセグメントのスペクトルの位相
に実行され、最後に、第２オーディオ信号に従って、第１オーディオ信号のフィルタリン
グ処理を完了し、背景雑音を除去し、通話音声のみを保有するという目的を達成するよう
に、第１オーディオ信号内の対応する背景雑音のスペクトルが除去され得るように、位相
に逆数差が実行された後のオーディオ信号のスペクトルと、第１オーディオ信号のスペク
トルに対応する位置がマージされる。
【００４０】
　その後、(発呼者の)端末２０の次の回路は、ノイズリダクション処理が実行された第１
オーディオ信号を、すなわち、通話音声を、通信ネットワークを使用して着呼者の端末２
０に送信し、着呼者により受信される通話音声が発呼者により作られた通話音声に最も近
くなるように、着呼者のヘッドセット１０または着呼者の端末２０のプレーヤーは第１オ
ーディオ信号を再生する。
【００４１】
　以上に基づき、この実施形態において、ノイズリダクションチップ２１が背景雑音に従
って、通話音声と背景雑音を含んでいる第１オーディオ信号にフィルタリング処理を実行
でき、これにより、背景雑音を除去し通話音声のみを保有するノイズリダクション処理を
実施し、通話品質を向上できるように、ヘッドセット１０に配置された第１マイクロホン
Ｍ１は、通話音声と背景雑音とを含んでいる第１オーディオ信号を獲得し、ヘッドセット
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１０が独立して背景雑音を獲得できるようにヘッドセット１０に配置された第２マイクロ
ホンＭ２は、背景雑音を含んでいる第２オーディオ信号を獲得することが理解し得る。加
えて、従来技術と比較して、この実施形態において、新たなノイズリダクションチップは
、ヘッドセット１０に追加する必要はなく、端末２０に内蔵されたノイズリダクションチ
ップ２１が、ノイズリダクション処理を完了させるために使用される。したがって、ヘッ
ドセット１０のコスト及びノイズリダクション処理全体のコストが下げられ、これにより
普及を促進する。
【００４２】
　本発明は、第２実施形態のオーディオ信号を処理するための方法をさらに提供し、第１
実施形態において説明されたオーディオ信号を処理するための方法に基づいて詳細に説明
される。この実施形態は第１実施形態のオーディオ信号を処理するための方法とは以下の
点で異なっている。
【００４３】
　この実施形態において使用されるヘッドセット１０のピン構造３０は、４セグメントの
ピン構造であり、すなわち、図３に示されているように、外部プラグ３１は、外部ソケッ
ト３２に向かってプラグ接続の方向に沿って、順次、グランドポートＧ、第１マイクロホ
ンＭ１及び第２マイクロホンＭ２に接続されているマイクロホンポートＭ、及び左チャネ
ルヘッドセットＳ２と右チャネルヘッドセットＳ１にそれぞれ対応して接続されている左
チャネルポートＬＳおよび右チャネルポートＲＳを含む。対応して、外部ソケット３２は
、外部プラグ３１のポートに適応されたインターフェース構造を備えており、例えば、マ
イクロホンポートＭに適応したマイクロホンインターフェースを備えている。
【００４４】
　すなわち、この実施形態において、第１マイクロホンＭ１により獲得される第１オーデ
ィオ信号と、第２マイクロホンＭ２により獲得される第２オーディオ信号は、ただ１つの
マイクロホンポートＭを使用して端末２０のノイズリダクションチップ２１に送信され、
したがって、まず、２つのアナログ信号が、すなわち、第１オーディオ信号と第２オーデ
ィオ信号が、個別にデジタル化される必要があり、次いで、単線で送信することができる
シリアル・デジタル信号がデジタルカプセル化により取得され、ステップＳ１２を完了す
る。具体的には以下のとおりである。
【００４５】
　ヘッドセット１０が第１オーディオ信号と第２オーディオ信号にアナログ－デジタル変
換を実行する場合には、例えば１ビット、４ビット、又は１６ビットのΣ－Δの形式のデ
ジタル信号を出力するアナログ－デジタル変換器及びパイプラインが使用され得、好適に
は、アナログ－デジタル変換器はヘッドセット１０のインライン制御モジュール４０に内
蔵される。
【００４６】
　シリアル・デジタル信号を取得するために、アナログ－デジタル変換が実行された第１
オーディオ信号と第２オーディオ信号に、データカプセル化が実行される場合には、ＡＥ
Ｓ３などのデータカプセル化の様式がシリアル・デジタル信号を取得するために使用され
る。加えて、この実施形態において、好適には、順次のカプセル化により得られるシリア
ル・デジタル信号は、ヘッダ、実際の負荷、及びパリティビットを含む。
【００４７】
　ヘッダは、端末２０により受信された第１オーディオ信号と第２オーディオ信号が、送
信シーケンスにおいてヘッドセット１０により出力される第１オーディオ信号と第２オー
ディオ信号に同期していることを保証するとともに、第１オーディオ信号と第２オーディ
オ信号の送信の開始時点と終了時点を識別するために使用される同期情報及びクロック情
報を含む。
【００４８】
　実際の負荷は、送信される必要のある第１オーディオ信号と第２オーディオ信号を含む
。
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【００４９】
　パリティビットは、主に受信されたシリアル・デジタル信号の妥当性及び整合性を検証
するために端末２０のために主に使用され、端末２０により受信された第１オーディオ信
号と第２オーディオ信号が破損又は消失していないことを保証するためのチェックコード
を含む。
【００５０】
　シリアル・デジタル信号の構造と、ヘッダ、実際の負荷、及びパリティビットの位置配
列は、例示のための一例として使用されており、具体的なデータカプセル化の要求に応じ
てデータカプセル化の他の様式を使用し得、上記の内容における一例として使用されるＡ
ＥＳ３カプセル化様式に限定されるものではないことを理解すべきである。この実施形態
において使用されるアナログ－デジタル変換器の形式及び出力デジタル信号の量子化ビッ
トはデータカプセル化の様式により決定されることに留意すべきである。加えて、アナロ
グ－デジタル変換器の動作電圧は、外部ソケット３２を使用して、端末２０の供給からヘ
ッドセットケーブルに来る。上記に基づき、この実施形態は、供給電圧値を増加させるこ
とにより、アナログ－デジタル変換器のようなヘッドセットケーブル上の他のデバイスへ
の電力サポートを提供し得る。
【００５１】
　対応して、端末２０が、外部ソケット３２のマイクロホンインターフェースを使用して
、ヘッドセット１０により送信された入力信号を受信した後、まず、端末２０は入力信号
がシリアル・デジタル信号のヘッダを含んでいるかどうかを識別し、端末が、入力信号は
ヘッダを含んでいると識別するならば、端末は、入力信号は、アナログ－デジタル変換が
実行されるとともにデータカプセル化が実行された第１オーディオ信号と第２オーディオ
信号を含んでいるシリアル・デジタル信号であると判定し、次いで、端末２０は、入力信
号を復調し、シリアル・デジタル信号に含まれている第１オーディオ信号と第２オーディ
オ信号を取得する。
【００５２】
　上記に基づき、第１実施形態の有利な効果に加えて、この実施形態のヘッドセット１０
は、従来の４ピン外部ソケットを含んでいる端末２０とさらに互換性を持たせることがで
き、これにより、良好に普及が促進されることが分かり得る。
【００５３】
　本発明は、図２に示されているヘッドセット１０、端末２０、及び５セグメントピン構
造３０を含んでいるオーディオ信号を処理するためのシステムをさらに提供する。図４に
示されているように、この実施形態において、図２に基づいて、ヘッドセット１０は、信
号出力モジュール１１をさらに含み、端末２０は、信号受信モジュール２２と、信号処理
モジュール２３とをさらに含む
【００５４】
　図２及び図４を参照すると、第１マイクロホンＭ１は、通話処理において、通話音声と
背景雑音とを含んでいる第１オーディオ信号を獲得するよう構成され、第２マイクロホン
Ｍ２は、通話処理において、背景雑音を含んでいる第２オーディオ信号を獲得するように
構成されている。
【００５５】
　信号出力モジュール１１は、外部プラグ３１を使用して、第１オーディオ信号と第２オ
ーディオ信号を端末２０に送信するように構成されている。具体的には、信号出力モジュ
ール１１は、第１マイクロホンポートＭ３を使用して、第１オーディオ信号を端末２０に
送信し、第２マイクロホンポートＭ４を使用して、第２オーディオ信号を端末２０に送信
するように構成されている。
【００５６】
　信号受信モジュール２２は、外部ソケット３２を使用して、入力信号、すなわち、ヘッ
ドセット１０により送信された第１オーディオ信号と第２オーディオ信号を受信するよう
に構成されている。具体的には、信号受信モジュール２２は、ヘッドセット１０により第
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１マイクロホンポートＭ３を使用して送信された第１オーディオ信号を、第１マイクロホ
ンインターフェースＭ５を使用して受信し、第２マイクロホンポートＭ４を使用してヘッ
ドセット１０により送信された第２オーディオ信号を、第２マイクロホンインターフェー
スＭ６を使用して受信するように構成されている。
【００５７】
　信号処理モジュール２３は、第２オーディオ信号に従って第１オーディオ信号にノイズ
リダクション処理を実行するようにノイズリダクションチップ２１を制御するように構成
されている。
【００５８】
　本発明は、図２に示されているヘッドセット１０と端末２０と、図３に示されている４
セグメントピン構造３０を備えた第２実施形態のオーディオ信号を処理するためのシステ
ムをさらに提供し、この実施形態が、第１実施形態のオーディオ信号を処理するためのシ
ステムに基づいて詳細に説明される。図５に示されているように、この実施形態は、第１
実施形態と以下の点で異なっている。
【００５９】
　ヘッドセット１０は、アナログ－デジタル変換モジュール１２と、信号カプセル化モジ
ュール１３とをさらに含み、端末２０は、信号識別モジュール２４と、信号獲得モジュー
ル２５とをさらに含む。
【００６０】
　この実施形態において、第１マイクロホンＭ１は、通話処理において、通話音声と背景
雑音とを含んでいる第１オーディオ信号を獲得するように構成され、第２マイクロホンＭ
２は、通話処理において、背景雑音を含んでいる第２オーディオ信号を獲得するように構
成されている。
【００６１】
　アナログ－デジタル変換モジュール１２は、アナログ－デジタル変換を、第１オーディ
オ信号と、第２オーディオ信号とに実行するように構成されている。
【００６２】
　信号カプセル化モジュール１３は、アナログ－デジタル変換が実行された第１オーディ
オ信号と、第２オーディオ信号とに、データカプセル化を実行し、シリアル・デジタル信
号を取得するように構成されている。
【００６３】
　信号出力モジュール１１は、外部プラグ３１を使用して、シリアル・デジタル信号を端
末２０に送信するように、すなわち、マイクロホンポートＭを使用して、シリアル・デジ
タル信号を端末２０に送信するように構成されている。
【００６４】
　信号受信モジュール２２は、ヘッドセット１０により送信された入力信号を、外部ソケ
ット３２を使用して受信するように、すなわち、マイクロホンポートＭを使用してヘッド
セット１０により送信された入力信号を、マイクロホンインターフェースＭ０を使用して
受信するように構成されており、入力信号は、シリアル・デジタル信号である。次いで、
　信号識別モジュール２４は、信号受信モジュール２２により受信された入力信号が、第
１オーディオ信号と、第２オーディオ信号とを含んでいるシリアル・デジタル信号である
かどうかを識別するように構成されている。
【００６５】
　信号受信モジュール２２により受信された入力信号が、第１オーディオ信号及び第２オ
ーディオ信号を含んでいるシリアル・デジタル信号であるならば、信号獲得モジュール２
５は、入力信号を復調し、シリアル・デジタル信号に含まれている第１オーディオ信号と
第２オーディオ信号とを取得する。
【００６６】
　信号処理モジュール２３は、第２オーディオ信号に従って、ノイズリダクション処理を
第１オーディオ信号に実行するように、ノイズリダクションチップ２１を制御するように
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構成されている。
【００６７】
　上述の本発明のいくつかの実施形態におけるオーディオ信号を処理するためのシステム
、ヘッドセット１０、及び端末２０は、上述の実施形態に基づくオーディオ信号を処理す
るための方法に対応し、それゆえ、同じ技術的効果を有し得ることに留意すべきである。
加えて、開示されたヘッドセット１０と端末２０のモジュールの記述の区分は、論理機能
のためだけの区分であり、実際の実装において他の区分様式であってもよいことを理解す
べきである。例えば、複数のモジュールは、他のシステムと組み合わせ又は統合されても
よく、又はいくつかの特徴は、省略しても又は実行されなくてもよい。加えて、モジュー
ル間の結合又は通信接続は、いくつかのインターフェースを使用でき、又は電気的様式又
は他の様式であってよい。
【００６８】
　さらに、ヘッドセット１０の構成部品と端末２０のように、上述の機能モジュールは、
物理的フレームであってもなくてもよく、同一の場所に配置されても、複数のネットワー
クユニット上に分散されてもよく、ハードウェアの形式で実装されても、又はソフトウェ
ア機能フレームを使用して実装されてもよい。本発明のソリューションの目的は、実際の
必要に応じていくつかの又は全てのモジュールを選択することにより実施されてよい。
【００６９】
　本発明は、図２に示されているヘッドセット１０及び端末２０を含んでいる第３実施形
態のオーディオ信号を処理するためのシステムをさらに提供する。図６に示されているよ
うに、この実施形態のヘッドセット２０は、プロセッサ６１、メモリ６２、ネットワーク
インターフェース６３、及びバス６４を含み、プロセッサ６１、メモリ６２、及びネット
ワークインターフェース６３は別々にバス６４に接続されている。
【００７０】
　ネットワークインターフェース６３は、ヘッドセット１０により外部プラグ３１を使用
して送信された第１オーディオ信号と第２オーディオ信号とを受信するように構成されて
いる。
【００７１】
　メモリ６２は、第１オーディオ信号及び第２オーディオ信号を記録するように構成され
ている。
【００７２】
　メモリ６２は、応答メッセージを生成するために使用されるプログラムを更に格納し、
応答メッセージは、第２オーディオ信号に従って第１オーディオ信号にノイズリダクショ
ン処理を実行するように、ノイズリダクションチップ２１を制御するための指示を含む。
【００７３】
　プロセッサ６１は、プログラムを実行する。
【００７４】
　ネットワークインターフェース６３は、ノイズリダクションチップ２１が第２オーディ
オ信号に従って第１オーディオ信号にノイズリダクション処理を実行できるように、ヘッ
ドセット１０により送信された第１オーディオ信号と第２オーディオ信号に応じて、応答
メッセージをノイズリダクションチップ２１に送信するように構成されている。
【００７５】
　この実施形態のオーディオ信号を処理するためのシステムがソフトウェア機能ユニット
の形式で実装されるとともに、個別の製品として販売又は使用されるならば、オーディオ
信号を処理するためのシステムは、コンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納され得る
ことに留意すべきである。そのような理解に基づき、本発明の技術的ソリューションの本
質、又は従来技術に寄与する部分、又は、技術的ソリューションの全て又はいくつかは、
コンピュータソフトウェア製品の形式において実装されてもよい。コンピュータソフトウ
ェア製品は記録媒体に格納されるとともに、コンピュータデバイス(パーソナルコンピュ
ータ、サーバ、ネットワークデバイス、などであり得る)又はプロセッサ(processor)に、
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本明細書のオーディオ信号を処理するための方法の実施形態のすべてのまたはいくつかの
ステップを実施するように指示するためのいくつかの命令を含んでいる。上記の記録媒体
は、ＵＳＢフラッシュドライブ、リムーバブルハードディスク、読み出し専用メモリ(ROM
, Read-Only Memory)、ランダムアクセスメモリ(RAM, Random Access Memory)、磁気ディ
スク、又は光学ディスクなど、プログラムコードを格納可能な任意の媒体を含む。
【００７６】
　以上の説明は、単に本発明の実施例に過ぎず、本発明の保護範囲はこれらに限定されな
い。この明細書の内容及び本発明の添付図面に従ってなされる、又は、他の技術的分野に
おいて本発明を直接又は間接的に適用することによりなされる、すべての等価な構造又は
処理の変更は本発明の保護範囲に入るものとする。
【符号の説明】
【００７７】
１１　信号出力モジュール
１２　アナログ－デジタル変換モジュール
１３　信号カプセル化モジュール
２２　信号受信モジュール
２３　信号処理モジュール
２４　信号識別モジュール
２５　信号獲得モジュール
６１　プロセッサ
６２　メモリ
６３　ネットワークインターフェース

【図１】 【図２】



(17) JP 2017-510193 A 2017.4.6

【図３】

【図４】

【図５】
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